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ことでは、今後こういったスポーツ事業を手始

めとして、定期的に継続した事業を展開しなが

ら、障がいのある方へのスポーツ提供を充実し

てまいりたいというふうに考えております。 

○大道寺 信委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 以上で質問を終了させて

いただきます。ありがとうございました。 

 

 

 町田義昭委員の総括質疑 

 

 

○大道寺 信委員長 次に、順位４番、議席番号

10番、町田義昭委員。 

○１０番 町田義昭委員 私は、長井市が後世に

負担の少ない、そして、ならば残らないような

自治体になってくればいいなと、そういう願い

を込めまして総括質疑をさせていただきます。 

 １点だけでございますので、時間はあっとい

う間に終わるわけで、しかしながら、後の発言

者に迷惑がかかるというような状況もつくって

おりませんので、ちょっと余談をさせていただ

きたいなと、そのように思います。 

 けさ私が市役所に参りましたのは、９時40分

でございます。玄関先でスキー連盟の会長さん

と出くわしました。その会長さんの言葉に、議

員の種はいい種だな、どこから求められたんで

すかということを言われました。いや、私の種

は年寄りですので、いい種ではございませんと、

この種は若い議員の種でございますというよう

な話をしました。皆さんは何を言ってるのかも

ちろんわからないと思いますけども、実は私と

梅津議員でつまらないことを春先考えました。

というのは、道照寺平スキー場に、前市長のと

きにあそこにコミュニティ資金を利用してちょ

っとした花壇をつくりました。しかしながら、

その花壇はスキー場の改修によって撤去されま

して、今はそうした状況になっていないという

ことで、野草の花はあるかもしれませんけども

人工的な花は一切ないというようなことで、水

と緑と花の長井には決してふさわしい状況でな

くなったなというようなこともありまして、何

かあそこに１本でもいいから２本でもいいから

花を咲かせようじゃないかと、東北に花を咲か

せるではなくて、長井に、道照寺平に花を咲か

せようじゃないかというようなことで、梅津議

員にそれ持っていただきまして、コスモスの種

をいただきました。そして、私がまきました。 

 コミュニティセンターの南側、ちょっと平ら

なところに１カ所と、それから、第１リフトで

すか、その終点のところに１カ所まきました。

そのまくときに、スポーツ課長、そしてスキー

連盟の会長さんに、こうこうこうしますので許

可をいただきたいというようなことを申し上げ

ましたら、結構です、会長さんには、でもコス

モスは育たないと思いますときっぱり言われま

した。私も前の年にまきましたけども今もって

花を見たことがございませんと、でありますか

ら両議員がまいた花も咲かないでしょうと、そ

う言われましたけども、９月12日に文教委員会

で今回の補正予算に係る施設等々を踏査をしな

がら、その過程で道照寺平にも立ち寄らせてい

ただきました。 

 そのとき私は、あっと驚きました。と申しま

すのは、私も種をまいた人間ですので、確認作

業を３回やってるんですね、その後。しかしな

がら、強烈な乾燥時期に入った。そして７・22

の、今、蒲生委員がおっしゃられた豪雨という

ことで、物の見事に流されたなというようなこ

とで極めてがっかりしていた矢先でありました

ので、それは一面コスモス畑なんていう状態で

はないんですけども、とにかく数十本手前に咲

いておったと。そして、遠く眺めますと、何か

色気の違うものが見えるなと、２カ所ぐらい。

上まで上る予定はなかったんですけども、５人

ほどで第１リフトまで行ったら、ここにもちゃ
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んとコスモスが咲いておったと。ついでであり

ますので第２リフトの頂上まで委員長と上って、

きちっと道照寺平の今後の計画を頂上でさせて

いただきました。そんな経過もありまして、や

はり何もないよりはきれいなものがあったほう

がいいなと、そして少しは心が安らぐのかなと、

そんなふうに思った次第でございます。 

 本題に入りますわけでございますけども、先

ほども申し上げましたとおり、９月の12日に文

教委員会で、長井小学校の職員室並びに昇降口、

そしてトイレの改修をするというようなことで

るる説明をいただきました。私はなぜ改修する

んだろうかなと、そういう疑問を、これは私だ

けの発想なのかもしれませんけども、常に最初

不思議に思うことにしておりますので、なぜ職

員室の改装をするんだろうかなと。あるいは、

なぜ昇降口とトイレを改修するんだろうかなと

いうふうに考える性格なものでありまして、今、

長井は耐震事業はほぼ終了して、文教施設に関

しては大規模改修というような方向に向かって

いるわけでございまして、この大規模改修の事

業の中にこうした職員室の改装とか、あるいは

トイレ、あるいは昇降口の改修ですかね、そう

いうものが含まれているのか、そうした点につ

いて、大規模改修の内容ですね、どれぐらいの

ものを大規模改修というのか、その点について

もまだ私は十分に理解しておりませんので、こ

の点について教育長にお聞きをしたいと思いま

す。 

○大道寺 信委員長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 大規模改修の計画でございま

すが、文教常任委員会協議会の折にも示しまし

たとおり、26年度から10年かけての計画という

ことで立てさせていただいてございます。耐震

化の部分については、長井小学校の体育館の改

築をもって、また致芳小学校の体育館、それか

ら西根小学校の体育館の耐震化工事ということ

で、一応鉄筋コンクリート建ての非木造の校舎、

あるいは体育館等については終了ということで、

その部分の耐震化については終了したというこ

とで、一区切りということになっております。 

 ただ、現在も使用しております長井小学校の

第１校舎は木造の部分ということで、まだそこ

の部分が終わっていないということが課題にな

っておりました。あと加えて、耐震化は終了し

たわけでありますが、それぞれ各小中学校の建

設年度が似通った年度にございまして、その部

分の劣化というんですかね、それから補修が必

要な部分がかなり出てきております。委員にも

見ていただきましたように、壁面が朽ちてぼろ

ぼろになって落ちてくるような状態になってい

たり、あるいは校内の床面が波立っていたりと

か、それぞれ学校によってさまざまでありまし

たけども、大規模改修が必要になってきており

ます。それについて、年次を追って進めてまい

りたいというふうに考えております。ただ、長

井小学校のほうについては、現在、２校舎と３

校舎の耐震化が終了しておりました。ただ、手

つかずになっておりましたのが、今回補正予算

に上げていただきました昇降口部分であります。

その部分については今回の補正に上げさせてい

ただいたということであります。 

 大規模改修というものと、それから普通の改

修というところの違いについては、ちょっと私

も不案内な部分がありますので、課長のほうか

ら後で、何千万円以上が補助率がこうなってと

いうのがあるのだと思いますけども、その辺に

ついては後で答えていただきたいと思います。 

○大道寺 信委員長 10番、町田義昭委員。 

○１０番 町田義昭委員 昇降口とトイレが大規

模改修の項目の中に入っておったのかと、その

点についてだけ１点について確認したいなとい

うふうに思います。 

○大道寺 信委員長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 いわゆる今年度の補正で上げ

させた部分については、前回協議会でお示しし
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た計画の中には入ってございません。 

○大道寺 信委員長 10番、町田義昭委員。 

○１０番 町田義昭委員 そうした状況の中で、

職員室はこちらに置いておって、昇降口とトイ

レについての議論をしたいなと思ってるんです

けども、見るからに私はすばらしいなと、そう

いうふうに思いました。そのすばらしいという

ことは後で申し上げるつもりにしておりますけ

ども、管理課長にこれ築何年ぐらいの建物だろ

うかなというふうに思ってるんですけども、こ

の点についてお聞かせください。 

○大道寺 信委員長 遠藤敏男管理課長。 

○遠藤敏男管理課長兼学校給食共同調理場長 お

答えします。 

 長井小学校の昇降口ですが、木造部分と鉄筋

コンクリート造の部分の２つに分かれておりま

して、南側の昇降口と廊下の部分は木造でござ

います。昭和40年８月竣工ですので、築48年経

過しております。それから、北側の昇降口とト

イレについては鉄筋コンクリート造で、昭和47

年５月竣工ですので築41年ということでござい

ます。 

○大道寺 信委員長 10番、町田義昭委員。 

○１０番 町田義昭委員 少なくとも40年ぐらい

たってるんじゃないかなと某議員がおっしゃら

れたんでありますけども、まさしくそのとおり

だなと、そのように思いました。 

 これぐらいの建物になると、やはり改修をし

たらいいのか、あるいは新築したらいいのかと

いうような議論がなされて当然だなと私は思う

んですけども、この点について教育長にお尋ね

しますけども、あくまでも改修という選択肢し

かなかったのか、全面改築という議論というも

のはなされなかったのか、この点についてお聞

かせいただきたいと思います。 

○大道寺 信委員長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 実は体育館が改築になるとい

う折に、その改築を念頭に、平成22年度に耐力

度調査、これは建物の危険な状態の度合いを測

定する調査、これを行ってございます。耐力度

の点数というのは１万点が満点で、木造は

5,500点以下、それから鉄筋コンクリートの場

合は4,500点以下であれば危険な建物として扱

いになって、国庫補助危険改築事業、補助率が

10分の5.5、これは体育館についてはこれの適

用を受けたわけでありますけども、調査の結果、

木造部分の南側は6,269点、それから鉄筋コン

クリート造部分北側は4,950点で、危険な建物

からは除外されたということでございます。 

 同じ工事でやることになった場合には補助事

業の要件を満たさないということがわかりまし

て、改築するには単独事業として実施しなけれ

ばならないと。そんなこともございまして、体

育館改築と一緒にはできなかったというのが実

態でございます。 

○大道寺 信委員長 ここで暫時休憩いたします。

再開は３時20分といたします。 

 

 

   午後 ２時５８分 休憩 

   午後 ３時２０分 再開 

 

 

○大道寺 信委員長 休憩前に復し、会議を再開

いたします。 

 町田義昭委員の質疑を続行いたします。 

 10番、町田義昭委員。 

○１０番 町田義昭委員 教育長からは、補助事

業対象物には該当しないというような確認の上

で改修対象事業に切り替えたというようなお話

があったんですけども、今、長井市が推し進め

ている方針に沿って行われたというふうには理

解をするわけでありますけれども、果たしてこ

れが将来的に本当にベストなのかなというもの

については、少し私はクエスチョンが残るなと、

そういうふうに思います。こうした教育現場、
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あるいは教育施設というものはベターなものを

求めるのじゃなくて、やっぱりベストを求めて

常に目標をきちっと定めていくというものは大

事になってくるんではないかなというふうに理

解をしているところでございます。 

 管理課長にお聞きをしますけども、改修の内

容と全体の費用というか金額についてはいかが

でしょうか、お聞きします。 

○大道寺 信委員長 遠藤敏男管理課長。 

○遠藤敏男管理課長兼学校給食共同調理場長 お

答えします。 

 このたびの補正、工事費のほうは2,281万

4,000円をお願いしておりますが、当初の工事

費でありました2,200万円もございますので、

合計いたしますと4,481万4,000円の工事となり

ます。この件に関しましては文教常任委員会の

協議会の追加資料として提出させていただきま

したが、改修の主な内容の中での昇降口部分、

トイレ部分についてご説明申し上げますと、屋

根の防水工事、それから外装の塗装がえ、それ

から廊下の床の張りかえ、防犯カメラの設置、

トイレの洋式化、トイレの床、それから間仕切

り建具の改修ということで、昇降口とトイレの

部分に関しました工事費、税込みの部分で粗々

に算出させていただきますと4,000万円ちょっ

と、4,100万円程度になろうかなというふうに

見ております。以上でございます。 

○大道寺 信委員長 10番、町田義昭委員。 

○１０番 町田義昭委員 そうした改修をするこ

とによって、その建物がどれぐらいの延命とい

うか、経費がかからない状態の中で使うことが

できるかということを概算でよろしいので教え

てください。 

○大道寺 信委員長 遠藤敏男管理課長。 

○遠藤敏男管理課長兼学校給食共同調理場長 お

答えします。 

 今回の改修工事は、経年により通常発生する

建物の損耗、機能低下に対する復旧措置を実施

して、教育環境の改善を図るために行うもので

ございます。雨漏り防止等の修繕を施すことに

よりまして、ある程度建物の耐久性は向上する

ものの、躯体、そのうち実際に建物を支えてる

部分の柱とかはりなどの建物の骨組みでござい

ますが、そちらには手を加えないことから構造

の耐力がふえないので、耐用年数という部分に

ついては変わらないということで、ある程度建

物の耐久性を向上させるというような改修にな

ります。 

○大道寺 信委員長 10番、町田義昭委員。 

○１０番 町田義昭委員 耐用年数については変

わらないという答えをいただきましたけども、

耐用年数というのは、この建物の場合どれぐら

いなものであったんでしょうか。あとまた、私

は過ぎてるんじゃないかなと、そういう認識す

るんですけども、いかがでしょうか。 

○大道寺 信委員長 遠藤敏男管理課長。 

○遠藤敏男管理課長兼学校給食共同調理場長 鉄

筋コンクリート造の場合は、国の基準とかから

申しますと60年ぐらいになっております。木造

のほうは、申しわけございません、ちょっと手

元に資料がございませんが、鉄筋のほうはその

ようなことでございます。 

○大道寺 信委員長 10番、町田義昭委員。 

○１０番 町田義昭委員 いずれにしても、前回

の協議会のときも主幹が申された言葉の中に、

10年ぐらいを考えてるんですというような話を

されました。私的には、正直な話、仮８年だな

と、そういうふうに理解をしております。48年

経過した、あるいは40年を経過してるという建

物に対して、躯体に手をかけないで周りを化粧

するということによって、果たして費用対効果

が正しく理解されるのかなと、そういうことを

考えておるわけで、この点について、市長はど

のように考えてるのかお聞かせください。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 
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 先ほど教育長のほうから、平成22年に長井小

学校の将来検討委員会という学校関係者、ＰＴ

Ａとか、あと教育委員会と一緒になってつくっ

て、その結果を受けて、４点ほど実は確認した

ものがあります。まず第１点目は、体育館につ

いてはこれは耐震度足りないということなもの

ですから、それこそ昭和38年の建物ですから、

今さら耐震化じゃなくて改築するということ、

これがまず第１点。あと第２点目は、第２校舎

は平成16年に耐震化してるはずです。 

（「13年」の声あり） 

○内谷重治市長 13年。ごめんなさい。平成13年

に耐震化しております。大規模改修しました。

第３校舎については、23年に耐震化と大規模改

修をした。第１校舎、２つはそれでやるという

ことで、23年に第３校舎は耐震化したわけです、

とりあえずですね。それと、第１校舎をどうす

るかといったときに、将来的に耐震度調査をし

て、耐震度と、それから大規模改修を図ってい

こうと。これが３点ですね、第１、第２、第３。 

 あと、昇降口については、将来、昇降口と職

員室を一体として整備すべきだと。これは補助

対象外になるというふうに聞きました。そこで、

最後に第２校舎と第３校舎を、第３校舎が10年

間は補助を受けられますから使わなきゃいけな

いと。補助金返還しないというふうに考えます

と、平成33年以降に第２校舎と第３校舎は取り

壊して新しくすると。並びは第２校舎のところ

じゃないと曲がるんですね。第３校舎を取り壊

して第２校舎も取り壊して、第２校舎のところ

に新しい長井小学校を改築すると。そして、同

時に体育館と新しい校舎の間に昇降口と職員室

をつくると。そうしますと、職員室でも子供た

ちの登校の状況や、あるいはグラウンドの状況

とか体育館とか校舎のほう、全部管理できます

ので、それが一番いいだろうという結論に至っ

たんです。 

 したがって、町田委員がおっしゃるのはごも

っともなんですが、とりあえずは平成33年から

５年の間にそれを改築するということで、その

間の10年間は今の昇降口、あとトイレとか雨漏

りとか、一部直しましたけども、床も剥がれて

るとかということありましたので、いずれにし

ろ手をつけなきゃいけないので、10年間は最小

限というよりも、長井市内で長井小学校だけな

わけですね、昭和40年代の建物。ですから、10

年間でちょっともったいないかもしれないけど

も、外壁と屋根とトイレ、それだけを直そうと。

第１校舎については来年、耐震度調査をして、

できれば補助事業を使って整備して、10年後に

第１校舎を切り離すと、文化財にするというこ

とでやっていこうと。ちょっと今、口頭でばあ

っと言ったものですから言っている意味がわか

らないかもしれませんが、そんなことで第３校

舎じゃなくて第２校舎の位置に新しくつくるも

のですから、やっぱり一体となった昇降口、職

員室につくるべきだということで、ただし10年

間は子供たちに我慢していただかなきゃいけな

いので、最低限、物はちゃんと整備すべきじゃ

ないかということで、ちょっと4,000万円とい

うと高い結構な金額ですけども、それぐらいす

るべきじゃないかというふうに私からも教育委

員会にお願いして、していただくことになりま

した。ただし、職員室は最低限、200万円ぐら

いしか、たしかかけないはずだと思います。そ

んなことの状況ですんで、ご理解いただきたい

と思います。 

○大道寺 信委員長 10番、町田義昭委員。 

○１０番 町田義昭委員 私は、今、市長が申さ

れたその話は今まで聞いていませんでしたので、

なぜこれぐらい年数経過した建物に4,000万円

もの投資をするのかなと、そして子供たちに10

年も我慢をさせるのかなと、正直率直にそう思

いました。ただ、今そうした状況を聞くことに

よって、それはそれで仕方がないのかなという

部分もありますけれども、第２校舎の改築、大
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規模改修がきちっと見えるということであるな

らば、昇降口とトイレと先生方の職員室ですか、

そういうものを早く先行建築が私はできないも

のかなと。今、市長が申された通り、そこの部

分については補助対象外なんだということであ

りますので、それは今も対象外ですし、10年先

も対象外になるわけですね。そうしたところの

考え方というものをもう少し弾力を持って進め

てはいかがかなと今考えてるわけで。と申しま

すのは、長井小学校は800人の児童の学校です

よね。こんなに利用する、正直言ってトイレな

んてないわけですよね。あのトイレを洋式化し

ても、本当に子供たちが我慢はできるけど満足

はできないのかなと、私は今そんなふうに考え

ております。 

 いろんな計画あるんでしょうけど、子供たち

にとってみれば、10年間というのはものすごい

長いと思うんですよね。早く入れてあげると、

そういう環境を満たしてあげるという施政方針

があっても、教育方針があってもいいのではな

いかなと、こう私、今感じているんですけども、

この点について、教育長はいかがでしょうか。 

○大道寺 信委員長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 今、市長の答弁にもありまし

たように、10年後、三十四、五年ごろをめどに

第２校舎の改築ということで、その折には本当

にきれいな昇降口で、本当に朝やる気が出るよ

うな、そういうものになるわけでありますけど

も、先ほどありましたように、昇降口と職員室

だけを単独でとなると補助の関係がちょっとだ

めになるわけですけども、校舎と一体の整備改

築というふうになれば、一体としてそれは認め

られるんでないかなというふうに思っておりま

す。そのことと、それから、今ありましたよう

に10年間我慢をしてというご指摘ございました

けれども、今回計画されたような整備をしてい

ただければ、今の状態から見れば本当にすばら

しい環境になるんでないかなというふうに考え

ております。そんなことで、何とか市費もたく

さんいただくわけでありますけども、何とかお

認めいただいて、子供たちの環境改善をしてい

ただいて、子供たちの学習環境の整備というこ

とでお認めいただければなというふうにお願い

したいなというふうに思っております。 

○大道寺 信委員長 10番、町田義昭委員。 

○１０番 町田義昭委員 教育長からはすばらし

い環境になると思いますということであります

けども、私はそうは思いません。そんな大した

ものはできないんでしょうねというふうに思っ

ております。 

 と申しますのは、たまたまＢＳ放送で学校施

設が大きく変わるというちょっと特集を見たこ

とがあったわけです。その中で、今一番全国の

学校は耐震工事が大体積極的に取り組んで、そ

して年々達成度は高まっていると。つまり高ま

っていた中で、これから手をかけるのはどこだ

ということになりますと、私たち長井市も当然

ですけども、やはり和式のトイレから洋式のト

イレに移ろうとしていると。そこでというよう

なことで、いろんな例を挙げていただきながら、

一工夫、二工夫ある学校のトイレと、そういう

特集をやっておられました。 

 余談になりますけども、その中で一番最初の

原点になるんですけども、今の園児、あるいは

児童館の子供たちがテストをやっておったんで

すね。50人を対象にして模擬の和式トイレをつ

くって、外からカメラを入れておったと。あれ

は何に利用するんでしょうかねということでや

っておったんですけども、私は50人ですので少

なくとも五、六人は理解するんだろうなと思っ

ておったんですけども、たった１人だけですよ

ね、それがわかったのは。ここまで来てるんで、

やはり特に小学校のトイレなんていうのは

100％洋式でしょうねと教育長に言ったら、そ

れは当然ですよという答えが返ってきたんで、

そうなのかなと思っております。 
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 そうしたときに、やはり一工夫も二工夫もす

るトイレ、私もものすごく興味がありまして、

生理現象のために用を足してくるというだけで

なくて、何か一つの、特に１年生から６年生ま

で、長井の場合はものすごく条件がいいと思い

ますね、小学校が。ということは、トイレはト

イレで単独でなくて、トイレと昇降口が一緒に

なってるものですから、常に児童の上級生と下

級生が交流の場があるというようなことで、コ

ミュニケーションにはもってこいのセッティン

グじゃないのかなと、そういうふうに今感じた

わけで、先ほど市長に10年後の計画というのは

私聞いておりませんでしたものですから、何で

この程度の改修で済ませてしまうのかなと強烈

にそのように思ったわけで、財政課長にちょっ

とお尋ねしますけども、やはり財政課長はそれ

は教育委員会のほうでこういう改修をしたいか

らというようなことで、ああそうですか、じゃ

あ幾らという予算のつけ方と、あるいは、少し

アドバイスをしながらやっていくというスタイ

ルもあるのでないかなと、そんなふうに今思っ

ているわけで、特に生涯学習プラザの舗装のと

きに、生涯スポーツ課長のほうから財政課長の

アドバイスもありましたのでこうした予算、元

気交付金をセットできましたというお話があっ

たわけで、今回の場合は財政課長としてはそこ

までの考え方はなかったのか、その点について

お聞かせください。 

○大道寺 信委員長 齋藤環樹財政課長。 

○齋藤環樹財政課長 お答えいたします。 

 このたびの昇降口の部分を含む、いわゆる当

初予算では第１校舎等改修事業という名前にな

ってございまして、当初予算の予定では、第１

校舎、職員室等の建具、内装、電灯、設備改修

のほか、昇降口の屋根の一部外壁塗装等を行う

ため、工事請負費としては2,200万円ほどを計

上させていただいたところでした。その後、学

校との要望協議を踏まえて、当面必要な教育環

境を整備するため、昇降口の屋根の全面的な改

修や内装、床・天井張りかえ、それにトイレの

改修等も行うため、このたびの９月補正で、工

事費としましては2,281万4,000円の工事請負費

の追加を予定したものでございます。 

 当初予定していた第１校舎の改修部分につき

ましては、このたびの補正では最小限にとどめ

まして、今後補助事業等を活用して、平成27年

度ごろに実施予定の耐震補強工事と並行して実

施する予定とお聞きしております。 

 それから、このたびの昇降口部分の改修につ

きましては、元利償還金につきまして、後年度

交付税算入措置のある小学校施設整備事業債へ

の充当を予定させていただいておりまして、こ

の市債の償還期間が２年据え置き、８年償還、

合わせて10年間ということで、10年間程度は使

用できるということで措置したところでござい

ます。 

 その後の取り扱いにつきましては、第１校舎

の職員室等の整備その他を含めて、将来的な第

２校舎の改築とあわせて考慮されるものと考え

ているところでございまして、この種の計画整

備につきましては、望ましいのはパズルを当て

はめるようにきれいに全体を俯瞰して全体的に

最適な方法をできるのがよろしいかとは思うん

ですけれども、これまでの長井小学校の改築等

につきましては、過去の市の財政事情、いろん

な状況がございまして、一部対症療法的な対応

も行ったわけですけれども、現時点としまして

は、先ほど申し上げましたように当面必要な教

育環境を要望されているということでございま

したので、その部分の最適を求めるということ

で、このたびの補正を予定させていただいたと

ころでございます。 

○大道寺 信委員長 10番、町田義昭委員。 

○１０番 町田義昭委員 それは立場立場でその

ような理解をするというようなことでございま

すので、それに対しては何も申し上げるつもり
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はありませんけども、やはり全面改築した場合

にどれぐらいかかるんだろうかなというような

ことは全然考えなかったんでしょうかね。やは

り先ほど市長も10年後大規模改修という中に設

定をするというような考え方だから、昇降口は

全面改築するという考えは恐らくなかったのか

なと思いますけども、その点についてどちら、

市長でいいですか。じゃあ市長。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 将来的に例えば昇降口と職員室

を新たにつくった場合、第２校舎で一体と、改

築、全部取り壊して新しくするということです

と、補助対象になるというふうに見てます。第

３校舎は平成23年にとりあえず耐震化と大規模

改修をしまして、10年間は使わないと補助金返

還になりますので、そんなことでとりあえずま

ず平成22年にそういう方向性を出して、多分概

算の事業費では10数億円だろうと、15億円とか

ぐらいだろうと。あと、第１校舎をどうするか

ということも実は問題になってまして、第１校

舎も耐震化して大規模改修した後に文化施設に

切り離せば補助を受けられるんですが、最初か

ら切り離さざるを得ません、第２校舎を新しく

すると第１校舎は職員室も含めて使わなくなり

ますので。そうしますとそちらのほうの整備手

法がなくなるということで、一つの決断として

は、町田委員おっしゃるように長井小学校だけ

古いわけですから、古いといってもほかの新し

い小学校でも昭和50年代の建物ですんでね、全

体的にもう古くはなってるんですが、長井小学

校をもう一回新たにするのは10年後ぐらいしか

できないのかなと。南北中もこれから大規模改

修しますと、それぞれの学校で多分４億円、５

億円かかります。それだけで10億円ぐらいかか

りますし、豊田、平野、西根はまだ終わらせて

ません。伊佐沢と、そういったことも大規模改

修してきますと、全体事業費としては20億円近

くかかるのかなと。それが多分これから五、六

年の間でやりますので、それで長井小学校の第

１校舎。そうしますと、残念ですけど、長井小

学校については第２、第３は耐震度と大規模改

修してますんで、何とかあと10年我慢していた

だくしかないのかなというふうに考えたところ

です。 

○大道寺 信委員長 10番、町田義昭委員。 

○１０番 町田義昭委員 今、市長が語られた言

葉、それは十分理解するわけでありますけども、

私は今回改修する昇降口とトイレの部分につい

て全面改築という考え方は出なかったのか、な

かったのかということを申し上げているので、

その部分についておっしゃってください。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 長々と話して申しわけありませ

ん。第１校舎の耐震度調査を来年しまして、耐

震化と大規模改修が終わった後に職員室と昇降

口を一緒にするというふうにしないと第１校舎

の整備手法がないということになりますので、

それを考えて今回は新しくできなかったという

ふうに判断したところです。 

○大道寺 信委員長 10番、町田義昭委員。 

○１０番 町田義昭委員 できない理由がはっき

りしてるんで、それはしようがないと思います

けども、私はそこの部分だけ新しくしてしまえ

ば、そんなに何億円もかかんないかなと、そう

いうふうに単純に私的には思ったものですから、

１億円ちょっとぐらいでできるのかなと。そう

したときに4,000万円の投資というのは、これ

はいかがなものかなと、そういうふうに感じた

もので、改修といっても黒に白をまぜても灰色

にしかなりませんのでね、もっとやっぱり白を

追求していくべきなのかなと。 

 そうした長期的なものの部分について私も勉

強不足でありましたので、それは十分に理解し

ますし、また10年後、そうした大規模改修を期

待しておりますし、そのときに、私がきょう持

ってるような一手間、二手間をかけたトイレと
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いうものについても、さまざまな地域に研修に

行かれたりして勉強してほしいなと、私はそう

思っております。私たちもしますけども、やは

り見ないことには始まらないのじゃないかなと、

こう思っておりますので、その点について教育

長のお考えをお聞かせください。 

○大道寺 信委員長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 ありがとうございます。トイ

レについては、まず洋式化していただくという

ことと、実は長井市で初めてなのかな、ウォシ

ュレットを入れていただくことになりました。

これは今後の大規模改修のスタートになるかと

思いますので、ぜひ町田委員がお考えのような、

子供たちの、何というんですか、コミュニケー

ションのほっとできるような、そういうスペー

スになるきっかけになる改修でないかなと思っ

ております。このことをまた教育委員の研修の

機会などもありますので、そういった先進校な

どについても勉強させていただければと思いま

す。ありがとうございました。 

○大道寺 信委員長 10番、町田義昭委員。 

○１０番 町田義昭委員 私、別にトイレにこだ

わってるんじゃないんですけども、よく生涯学

習プラザに関しても、トイレだけはきれいにし

てほしいなと。やはり観光地へ行けば、トイレ

の汚いところは観光地としてはランクづけが絶

対に上に行けないという条件があるくらいです

ので、特に学校のトイレは一般家庭のトイレよ

りも質がはるかに、今の状態だと劣ると思うん

ですよね。それは私は、子供たちは正直言って、

それも教育だと言われればこれまたどうしよう

もないんですけども、私はつらいものがあると

思います。くどくど申し上げるつもりはないん

ですけども、ぜひいいものを将来確実に建築し

てほしいなと、そのように思っております。 

 最初のコスモスの話に戻りますけれども、こ

とし少し咲きましたので、来年はことしよりも

多く咲いてくれるんじゃないかなと、そんなよ

うに期待しております。梅津議員が求めていた

だいた種がすばらしいので、それを受け継いで

くれるんじゃないかなと、そんなように思って

おります。 

 道照寺平というのは長井市、正直言って全貌

はできないんですけども、あそこの上から眺め

た長井市は飯豊町の散居村、あの姿にも劣ると

もまさらない私は景色じゃないかなと、そう思

っておりますし、通年の利用にもコミュニティ

センターもありますので、何とか花を少しずつ

ふやして楽しめる場にしていきたいなと、その

ように考えております。 

 そして、まさるとも劣らないものにしていこ

うじゃないですかということを申し上げたいな

と思います。 

 ちょっと市長の考えと私の認識がずれておっ

た部分がありましたので、私はもっともっと強

く申し上げていきたいなという部分もあって今、

質問、今回させていただいたんですけども、納

得しなければいけない状況というものも出てき

ましたので、この質問については終わりにした

いと思います。ありがとうございます。 

 

 

   散     会 

 

 

○大道寺 信委員長 本日はこれをもって散会い

たします。再開は、あす午前10時といたします。

ご協力ありがとうございました。 

 

 

    午後 ３時５２分 散会 




